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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 21,087 ― △1,322 ― △1,491 ― △1,549 ―
20年3月期第2四半期 21,973 △14.1 △576 ― △722 ― △779 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 △10.99 ―
20年3月期第2四半期 △5.58 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 38,758 3,238 8.4 △46.76
20年3月期 49,237 4,780 9.7 △36.43

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  3,238百万円 20年3月期  4,780百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― ― 0.00
21年3月期 ― ― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― ― 0.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 68,380 △3.9 750 △8.9 390 △20.9 250 11.2 1.76

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、様々な不確定要素が内在しているため、実際の業績等は予想数値と異なる可能
性があります。なお、連結業績予想に関する事項につきましては、平成20年5月14日に発表いたしました予想数値を修正しております。業績予想に関する事項は、本資料
の「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  142,853,965株 20年3月期  139,853,965株
② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  474,223株 20年3月期  158,922株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  140,961,514株 20年3月期第2四半期  139,709,630株



当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国発の金融不安を背景に世界経済の同時減速が進
むなか、資源高や輸出の鈍化により企業収益は減少に転じ、また、先行き不安から消費者心理が急速に冷
え込むなど、景気は後退色を鮮明にしてまいりました。 
道路建設業界におきましても、建設投資の縮小に伴う競争激化に加え、資材・エネルギー価格が依然と

して高水準で推移するなど、経営環境は引き続き厳しい状況となりました。 
このような情勢のもと、当社グループでは、収益の源泉となる工事受注の確保や舗装用資材の販売促進

等に全力を挙げて取り組むとともに、効率性の向上やコストコントロール、製品販売価格の改定に注力
し、収益の改善を図ってまいりました。 
しかしながら、激しい価格競争や原材料価格上昇による影響を回復するには至らず、当第２四半期連結

累計期間の業績につきましては、受注高（製品売上高および不動産事業等売上高を含む）は308億99百万
円、売上高は210億87百万円、経常損失は14億91百万円、四半期純損失は15億49百万円となり、当初の予
想を下回る結果となりました。 
なお、建設事業においては通常の営業の形態として工事の完成引渡しが第４四半期に集中するため、当

社グループにおきましては、第１四半期から第３四半期に比べ、第４四半期の売上が占める割合が相対的
に高く、業績は季節的に大きく変動いたします。 
  

  

資産の状況につきましては、固定資産は前連結会計年度末と比較し２億41百万円の増加となりました
が、売上債権の減少などにより流動資産は107億20百万円の減少となり、当第２四半期連結累計期間末の
資産合計は、前連結会計年度末と比較して104億79百万円減少し、387億58百万円となりました。 
一方、負債の状況につきましては、流動負債は仕入債務の減少などにより85億55百万円の減少となり、

また長期借入金の一部返済などにより固定負債が３億81百万円減少した結果、当第２四半期連結累計期間
末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して89億36百万円減少し、355億20百万円となりました。 
また、純資産合計は、四半期純損失15億49百万円を計上したことにより、前連結会計年度末と比べて15

億42百万円減少の32億38百万円となり、この結果、当第２四半期連結累計期間末における自己資本比率は
8.4％となりました。 

  
  

今後の経済情勢につきましては、世界的な信用収縮による影響が実体経済に波及するなか、国内経済指
標は総じて弱い動きを示すなど先行きに対する警戒感が広がっており、景気の後退局面は長期化の様相を
呈してまいりました。 
道路建設業界におきましても、国・地方の財政状況を反映し、公共投資の抑制傾向は今後も続く見通し

であり、また政局混迷による影響やアスファルトをはじめとする原材料価格の動向も憂慮されるなど、厳
しい経営環境が続くのは必至の情勢であります。 
このような状況を踏まえ、当社グループでは、引き続き収益力の向上と財務基盤の強化に向けた取り組

みを着実に実践し、業績の回復を期してまいる所存であります。 
なお、業績の見通しにつきましては前回発表の予想数値を修正しており、通期の連結業績予想は、売上

高683億80百万円（前回発表予想 684億円）、営業利益７億50百万円（同 ８億円）、経常利益３億90百万
円（同 ４億40百万円）、当期純利益２億50百万円（同 ２億60百万円）を見込んでおります。 
  

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

  

 該当事項はありません。   
  

  

  ①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務

諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。 

また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

  ②「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号）を第１四半期連結会計期間より適用

し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更し

ております。この変更に伴う、損益へ与える影響は軽微であります。 

  

  （追加情報） 

当社及び当社連結子会社は、減価償却資産の耐用年数等に関する平成20年度法人税法の改正を契機

として、機械装置の耐用年数について見直しを行い、第１四半期連結会計期間より改正後の法人税

法に基づく耐用年数を適用しております。これによる損益へ与える影響は軽微であります。 

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金預金 878 819 

受取手形・完成工事未収入金等 10,207 24,075 

未成工事支出金 6,507 3,748 

材料貯蔵品 488 426 

その他 3,219 2,957 

貸倒引当金 △135 △142 

流動資産合計 21,164 31,884 

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物 6,588 6,547 

機械、運搬具及び工具器具備品 15,410 15,418 

土地 12,219 12,087 

建設仮勘定 226 30 

減価償却累計額 △17,876 △17,789 

有形固定資産合計 16,568 16,294 

無形固定資産 166 176 

投資その他の資産 

その他 1,584 1,608 

貸倒引当金 △725 △725 

投資その他の資産合計 858 882 

固定資産合計 17,594 17,353 

資産合計 38,758 49,237 
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（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形・工事未払金等 12,525 25,295 

短期借入金 3,361 1,372 

未払法人税等 56 33 

未成工事受入金 4,075 1,989 

完成工事補償引当金 81 81 

工事損失引当金 135 11 

賞与引当金 274 263 

その他 665 683 

流動負債合計 21,174 29,730 

固定負債 

長期借入金 11,165 11,665 

退職給付引当金 3,150 3,031 

その他 30 30 

固定負債合計 14,345 14,726 

負債合計 35,520 44,457 

純資産の部 

株主資本 

資本金 2,000 2,000 

資本剰余金 1,550 1,550 

利益剰余金 △352 1,196 

自己株式 △18 △17 

株主資本合計 3,179 4,729 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 59 51 

評価・換算差額等合計 59 51 

純資産合計 3,238 4,780 

負債純資産合計 38,758 49,237 
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(2) 四半期連結損益計算書

 (第２四半期連結累計期間)

（単位：百万円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 21,087 

売上原価 19,968 

売上総利益 1,118 

販売費及び一般管理費 2,441 

営業損失（△） △1,322 

営業外収益 

土地賃貸料 9 

受取遅延利息 6 

雑収入 12 

営業外収益合計 27 

営業外費用 

支払利息 172 

雑支出 24 

営業外費用合計 196 

経常損失（△） △1,491 

特別利益 

固定資産売却益 7 

貸倒引当金戻入額 4 

その他 2 

特別利益合計 15 

特別損失 

固定資産売却損 7 

事業所整理損 7 

工事違約金 7 

その他 8 

特別損失合計 30 

税金等調整前四半期純損失（△） △1,505 

法人税、住民税及び事業税 43 

四半期純損失（△） △1,549 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 
  

 

該当事項はありません。 

  

  

前年同四半期に係る財務諸表等 

中間連結損益計算書 

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

「参考資料」

区  分

前中間連結会計期間

自 平成19年4月 1日

至 平成19年9月30日

金額（百万円）

Ⅰ 売上高 21,973

Ⅱ 売上原価 20,360

   売上総利益 1,613

Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,189

   営業損失（△） △576

Ⅳ 営業外収益 55

   受取利息 5

    受取配当金 1

   土地賃貸料 9

    受取遅延利息 34

   その他 4

Ⅴ 営業外費用 201

   支払利息 165

    支払手数料 11

   その他 24

   経常損失（△） △722

Ⅵ 特別利益 35

   貸倒引当金戻入益 29

   その他 6

Ⅶ 特別損失 67

   固定資産売却損 1

   固定資産除却損 48

   その他 18

   税金等調整前中間純損失(△） △754

     法人税、住民税及び事業税 24

     中間純損失（△） △779
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四半期個別受注の概況 

６．その他の情報

個別受注の実績

受 注 高

21年3月期第２四半期 30,351百万円   △1.9%

20年3月期第２四半期 30,924百万円     3.4%

（注）①受注高は、当該四半期までの累計額

   ②パーセント表示は、対前年同四半期比較増減率

 受注実績の内訳 （単位：百万円）

前年第２四半期 当第２四半期

（平成20年3月期 （平成21年3月期 増 減 前 期

区   分 第2四半期） 第2四半期） （平成20年3月期）

金額
構成

金額
構成

金額
増減率

金額
構成

比率％ 比率％ ％ 比率％

建
設
部
門

国内官公庁 8,973 29.0 9,190 30.3 217 2.4 19,259 28.7

受 
注 
高

国内民間 14,337 46.4 13,536 44.6 △800 △5.6 28,909 43.0

  計 23,310 75.4 22,727 74.9 △583 △2.5 48,169 71.7

 製 品 部 門 等 7,613 24.6 7,624 25.1 10 0.1 19,041 28.3

合   計 30,924 100.0 30,351 100.0 △573 △1.9 67,211 100.0
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